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Ⅰ 繁多川公民館の沿革 
 

 「那覇市社会教育施設整備計画」（平成５年２月）に基づいて、那覇市で７番目の公民館として計画された

繁多川公民館は、繁多川・真地・識名地区の生涯学習の拠点として、平成１５年１２月２２日に建設が着手

され、翌年の平成１６年１１月２５日に竣工した。 

 施設の設計にあたっては、地域の方々の参加により開催されたワークショップの結果や、建設準備委員会

からの要望を元に検討した結果、施設全体を段差のないつくりとし、広いエレベーターや階段対応のリフト

を設置したユニバーサルデザインを採りいれた施設になっている。 

周辺の環境整備に関しては、建設前の既存の木々を可能な限り残してみどりを確保するとともに、施設前

や屋上に芝生の広場、屋上菜園等を設け施設の緑化に努めている。 

また、大きな窓で採光を図るほか、屋上に降った雨を地下のタンクに貯水し、施設内のトイレ洗浄や散水

に活用する等、環境に配慮した設計がなされている。 

 

平成17年１月５日 社会教育・スポーツ課 開館準備グループ（主査 田島壽博、主査 名渡山桂子、主査 

平良尚子、主任主事 上江洲寛）で開館準備を進めるなか、業務の一部をＮＰＯ法人な 

はまちづくりネット（代表 田端温代）に委託された。 

２月10日 館長 田島壽博が発令された。 

４月１日 那覇市繁多川公民館が発足された。 

４月２日 繁多川公民館及び図書館の開館式が行われ、利用団体・サークルへの公民館施設の提供 

が開始された。 

６月７日 開館記念講座「琉球漢詩とゆんたく話と詩吟」が開催された。 

平成18年４月13日 繁多川公民館利用団体連絡協議会設立総会が開催された。 

11月25日 第１回繁多川公民館まつり前夜祭（ダンスパーティー）が開催された。 

11月26日 第１回繁多川公民館まつり開催。舞台発表や作品展示、活動紹介などが行われた。 

平成19年４月１日 館長 田島壽博が配置換えにより、館長 宇根克が発令された。 

11月24日 11月24日、25日の両日にわたって、第２回繁多川公民館まつりが開催された。 

平成20年４月１日 委託期間の満了に伴う新規受託団体の企画提案書審査の結果、ＮＰＯ法人なはまちづく 

りネット（代表 大城喜江子）への一部業務委託を継続することになった。 

平成22年11月２日 第63回優良公民館として文部科学大臣表彰を受ける。 

平成23年４月１日 館長 宇根克が配置換えにより、館長 新垣絹代が発令された。 

平成23年４月１日 委託期間の満了に伴う新規受託団体の企画提案書審査の結果、ＮＰＯ法人なはまちづく 

りネット（代表 大城喜江子）への一部業務委託を継続することになった。 

平成25年３月28日 第14回「朝日のびのび教育賞」を受賞する。 

４月１日 館長 新垣絹代が退職により、館長 高吉情次が発令された。 

平成26年４月１日 委託期間の満了に伴う新規受託団体の企画提案書審査の結果、ＮＰＯ法人１万人井戸端 

会議（代表 南信乃介）へ一部業務委託をすることになった。 

平成27年４月１日 指定管理者導入により、新規受託団体の企画提案書審査の結果、ＮＰＯ法人１万人井戸 

端会議（代表 南信乃介）への指定管理者が決定する。 

令和２年２月14日 第72回優良公民館として文部科学大臣表彰と相互評価特別賞を受ける。 

令和３年１月吉日 第８回「全国公民館報コンクール 銀賞」を受賞する。 
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Ⅱ 令和７年度繁多川公民館事業目次 
 

１ 学習風景（写真）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６９ 

 

２ 成人一般対象事業 

〔１〕市民講座 

◇戦後８０年 沖縄戦を語り継ぐ「繁多川地域の戦跡（ガマ）巡り」 ・・・・１７０ 

〔２〕健康講座 

  ◇ニュースポーツを遊びながら楽しもう！・・・・・・・・・・・・・・・・１７１ 

  ◇子供たちを守るために、大人ができること～「生命（いのち）の安全教育」 

について～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７２ 

 

３ 高齢者対象事業 

〔１〕 高齢者学級 

◇お芝居体験講座～目指せ！名俳優～・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７３ 

 

４ 青少年対象事業 

〔１〕少年教室 

◇はんたがわプレーパーク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７４ 

〔２〕青年講座 

◇繁多川公民館おたすけ隊＆インターン・・・・・・・・・・・・・・・・・１７５ 

 

５ 家庭教育事業 

〔１〕家庭教育学級 

  ◇地域で子育てシェアルーム「識名小地域連携室へおいで！」・・・・・・・１７６ 

 

６ その他の事業 

〔１〕地域連携事業 

      ◇あたいぐゎープロジェクト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７７ 

   ◇真和志地区地域活性委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７８ 

◇識名園友遊会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７９ 

◇公民館フリースペース活用事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８０ 

◇豆腐の月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８１ 

◇はんたがわ新春もちつき会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８２ 

〔２〕学社融合事業 

◇学校探求支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８３ 

〔３〕プロポーザル事業 

  ◇コミュニティ支援『地域計画』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８４ 

 

 

７ 公民館まつり 

◇第１９回繁多川公民館まつり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８５ 
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市民講座 

戦後８０年 沖縄戦を語り継ぐ  

繁多川地域の戦跡（ガマ）巡り 

 

家庭教育学級 

地域で子育てシェアルーム 

「識名小地域連携室へおいで！」 

青年講座 

おたすけ隊＆インターシップ受け入れ 

健康講座 

ニュースポーツを遊びながら楽しもう！ 

地域連携事業 

あたいぐゎープロジェクト 

プロポーザル事業 

コミュニティー支援 

『地域計画』 
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（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加 人数 男性 女性 子ども

01 9:30 ～ 12:00 25 15 8 2

内容 01

【受講生の様子・感想】

【成果】

講 師 柴田　一郎（繁多川すぐりむん）

・地域を知るいい機会になりました。戦後80年を期してよかったで
　す。
・戦争が起こることは悲しい。二度と戦争を起こさないように平和
　な沖縄をつくりあげていきましょう。
・アンケート満足度：81%

・心配された天候も、時折、小雨がちらつく程度で穏やかな曇り空
　であった。
・参加者の皆さんが熱心に説明を聞いていたアンケート結果からも
　事業の目的は、ある程度達成できたのではないか。
・高齢者が多く参加するため、安全管理員を2人ほどいると安心感が
　高まる。
・軍手は必需品か？持参の呼びかけ、準備をしていたほうがよかっ
　た。

地域の人がガイドを行い、地域の戦跡をめぐる。

募集人数等
定員：20人 申込：25人 (うち受講決定数25人) 参加延べ人数：25人

【申込率125% ・参加率100%】

日時
場所

期日 実施(集合)場所

4月26日(土) 公民館・図書館広場

現状・ 課題
沖縄戦終結から80年を迎える現在、戦争体験者の高齢化により、戦争の記憶や証言を直接
聴く機会が減少している。

事 業 目 的
め ざ す 姿

・講座を通じて、地域の歴史を次世代へ継承するとともに、平和な未来を築くための意識
醸成につなげる。
・繁多川地域に残る戦跡（ガマ）を巡り、実際の場所で沖縄戦の体験談や証言に触れるこ
とで、戦争の実相を学び、平和の尊さについて理解を深める。

対 象 興味関心のある人

事 業 概 要
沖縄戦終結から80年を迎える現在、戦争体験者の高齢化により、戦争の記憶や証言を直接
聴く機会が減少している現状を踏まえ、地域に残る戦跡を通して平和について学ぶことを
目的とする。

２　成人一般対象事業

〔１〕市民講座

講 座 名
タ イ ト ル

戦後80年　沖縄戦を語り継ぐ「繁多川地域の戦跡（ガマ）巡り」
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（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加人数 男性 女性 子ども

01 10:00 ～ 12:00 16 ― ― ―

02 10:00 ～ 12:00 22 ― ― ―

03 10:00 ～ 12:00 4 ― ― ―

04 10:00 ～ 12:00 4 ― ― ―

05 10:00 ～ 12:00 5 ― ― ―

06 10:00 ～ 12:00 10 ― ― ―

07 10:00 ～ 12:00 20 ― ― ―

08 10:00 ～ 12:00 5 ― ― ―

内容
01
～
08

【受講生の様子・感想】

【成果】

講 師 那覇市スポーツ推進委員協議会 真和志B地区メンバー

・サッカー、バスケ、グラウンドゴルフ、ゲートボール、ボッ
　チャ、ドッジボール、ピックルボール、卓球をやりたい。
・ニチレクボールの作戦の立て方を教えてもらったのが良かった。
・子どもグループをチーム対戦にするように促すと、盛り上がると
　思います。

・最終日は台風接近で終了直後に大雨警報、土砂災害警戒レベル 4 
　が発表される悪天候ではあったが、当初の予定通りに日程を消化
　できた。
・ケガや体調不良者を出すことなく安全に終えることができた。
・幼い子供連れの親子、小中学生の友人同士、1人参加など、多様な
　参加者が見られた。

繁多川公民館8階ホール

7月27日(日) 繁多川公民館10階ホール

ラダーゲッター、ニチレクボール、風船バレー、ドッヂビーなど

7月20日(日) 繁多川公民館9階ホール

日時
場所

期日

7月13日(日)

募集人数等

7月6日(日)

参加延べ人数：86人

繁多川公民館7階ホール

実施(集合)場所

5月10日(土) 繁多川公民館3階ホール

5月17日(土) 繁多川公民館4階ホール

6月1日(日) 繁多川公民館5階ホール

6月8日(日) 繁多川公民館6階ホール

現状・ 課題
運動不足を感じている住民が多い一方で、年齢や体力に関わらず楽しみながら参加できる
運動の機会が少なく、健康づくりと交流を兼ねた活動の充実が求められている。

事 業 目 的
め ざ す 姿

ニュースポーツを通して楽しく体を動かす機会を提供し、健康づくりへの意識向上と運動
習慣の定着を図る。那覇市スポーツ推進委員と連携して講座を実施することで、専門的な
指導のもと安全に活動できる環境を整え、参加者同士の交流を深めながら地域で継続した
健康づくりにつながる姿を目指す。

対 象 那覇市在住・在勤・在学の人

事 業 概 要

運動不足の解消や健康意識の向上を目的に、誰でも気軽に楽しめるニュースポーツを取り
入れた健康講座を実施する。
体を動かす楽しさを感じながら継続的な運動習慣につなげるとともに、参加者同士の交流
を深め、地域における仲間づくりのきっかけとする。

２　成人一般対象事業

〔２〕健康講座

講 座 名
タ イ ト ル

ニュースポーツを遊びながら楽しもう！
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（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加人数 男性 女性 子ども

01 9:45 ～ 12:15 22 2 20 －

内容 01

【受講生の様子・感想】

【成果】

講 師
徳永桂子（思春期保健相談士）
森本晋也（岩手県立図書館長）

・まずは大人が正しい知識を学ぶことが大切だと感じた。
・学校現場で習った声掛けなど実践していきたいと思った。
・もっとたくさんの人に知ってほしい内容だった。

・文科省との連携事業を実施することができてよかった。
・広報が実施のギリギリになってしまったので、もっと早めに告知
　など働きかけて行きたい。
・養護教諭の参加が多く、関心が高いことがわかった。
・学校で実施したいとの声も上がっていたので、実施まで寄り添え
　るような体制が必要だと感じた。

講話・ワークショップ

募集人数等
定員：40人 申込：22人 (うち受講決定数22人) 参加延べ人数：22人

【申込率55% ・参加率100%】

日時
場所

期日 実施(集合)場所

1月24日(土) 繁多川公民館3階ホール

現状・ 課題

近年、子どもへの性暴力や人権侵害などが社会的課題となっており、子どもが安心して成
長できる環境づくりが求められている。しかし、生命の大切さや適切な距離感、被害を防
ぐための知識について学ぶ機会が十分とは言えず、家庭や地域の大人の理解を深める必要
がある。

事 業 目 的
め ざ す 姿

「生命（いのち）の安全教育」について学ぶ講座を実施し、子どもを守るために大人が持
つべき知識や関わり方への理解を深めるとともに、家庭・地域・学校が連携しながら子ど
もの安全と人権を守る意識を高め、安心して暮らせる地域づくりを目指す。

対 象 興味関心のある大人

事 業 概 要

近年、子どもを取り巻く環境の中で、性被害や人権に関わる問題への対応が求められてい
る。子どもたちを守るためには、家庭や地域の大人が正しい知識を持ち、適切に関わるこ
とが重要である。本講座では、文部科学省の「生命（いのち）の安全教育」について学
び、大人としてできることを考える機会とし、子どもが安心して暮らせる地域づくりにつ
なげる。

２　成人一般対象事業

〔２〕健康講座

講 座 名
タ イ ト ル

子供たちを守るために、大人ができること～「生命（いのち）の安全教育」について～

172



（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加人数 男性 女性 子ども

01 13:00 ～ 15:00 7 4 3 －

02 16:30 ～ 18:30 7 3 4 －

01

02

【受講生の様子・感想】

【成果】

・今後は声が遠くまで聞こえるような練習がほしい。
・力不足でまたやりたかったです。
・楽しかった、結構エネルギーを使った。
・楽しかった、皆との交流も良かった。テレビの裏側を知ることが
　でき、見る視点が変わった。　
・知り合いの違う1面が見る事ができた、心が若返った　
・みんなと楽しくできて良かった、他人とやる事が大切、1人の変化
　が他の人にも影響を与える。

普段、大きな声を出さない方が大きな声をだしたり、怒りという表現をし
たことがない人が怒りという演技をしたり、と新しい発見や気づきを各々
見つけてくれた。それは日常にもとても役立つ成果だとおもう。また、今
後も続けてみたい、新しいやりがいを見つけた、など今後に前向きになれ
る姿勢や意見が見られた。

日時
場所

期日 実施(集合)場所

3月18日(水) 那覇市繁多川公民館

3月25日(水) 那覇市包括支援センター松島

内容

第１回：お芝居ワークショップ（簡単な体操、発声、ジェスチャーゲーム、台本を基に実
際にお芝居）

第2回：第1回に使った台本（押し買い注意、認知症について）を実際に立って動いて本番
発表を行う行委員会。開催前の内容確認、スタッフ配置等の確認

講 師 西平博人（舞台演出、プロデューサー）

募集人数等
定員：20人 申込：7人 (うち受講決定数7人) 参加延べ人数：14人

【申込率35% ・参加率100%】

現状・ 課題
家に引きこもらず、仲間と共に、大きな声、大きな動作、みんなの前で表現することで、
気持ちを前向きにし、健康状態も良好になる。

事 業 目 的
め ざ す 姿

・お芝居ワークショップを通して、表現の楽しさを体験いただく。
・「昔､役者を目指していた」「今からでも演技を学んでみたい」という方々へ
　講座をお届けすることで、日々の生活に新しい活力を提供したい。
・舞台の脚本内容も、日頃高齢者が気を付けないといけないこと（押し買い、認　
　知症）を題材とすることで「注意、啓発」の側面を持つ企画とする。
・ワークショップの開催を包括支援センター繁多川で、発表会を包括支援セン
　ター松島で開催することで、波及効果をうみだす。

対 象 興味関心のある６５歳以上

事 業 概 要
・お芝居ワークショップ（簡単な体操、発声、ジェスチャーゲーム、台本を基に
　実際にお芝居）
・台本（押し買い注意、認知症について）を実際に立って動いて本番発表を行う

３　高齢者対象事業

〔１〕高齢者学級

講 座 名
タ イ ト ル

「お芝居体験講座　～目指せ！名俳優～」
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（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加人数 男性 女性 子ども

01 9:30 ～ 12:30 57 2 5 50

02 10:00 ～ 13:00 71 6 8 57

03 10:00 ～ 13:00 51 0 3 48

04 9:30 ～ 12:30 105 16 17 72

内容
01
～
04

【受講生の様子・感想】

【成果】

事業概要

「自分の責任で自由に遊ぶ」をモットーに、身近な自然の素材や廃材、道具を
使って子どもたちが自分で遊びを創り出すことのできる遊び場を提供し、子ど
もたちの自主性や冒険心を育むことを目指す。同時に、親を含めた地域の幅広
い世代が集い交流しながら互いに技術や知恵を学びあったり情報交換して地域
のつながりを深める場とする。

４　青少年対象事業

〔１〕少年教室

講 座 名
タイトル

はんたがわプレーパーク

募集人数等

現状・課題

・公園でボール遊びや木登り等の禁止事項が増え、子どもたちが自由に遊べ
　る場所が減ってきている。
・外遊びの機会が減り、身体を動かしたり五感をとぎすますような体験が不
　足している。
・子どもたちが地域に出歩く機会が減ることで地域のおとなとの交流が少な
　くなりつつある。

事業目的
めざす姿

・プレーパークの遊びを通じて子どもたちの自主性や冒険心を育み、一緒に
　遊び見守る保護者や地域住民の交流の場となる。
・継続していくことで、地域で世代を超えた顔見知りが増え、お互いに見守
　りあう意識を持てるようになり地域の安心安全につなげる。

対 象 赤ちゃんからお年寄りまで、どなたでも

参加延べ人数：284人

講 師 特になし

・ターザンロープをまたやってほしい
・手作りの災害救援車まーいまーい号の中に入ることができて楽
　しかった
・アンケート結果（満足度）100％

・公民館での開催では、リピート参加してくれる親子もいて地域
　で定着してきていると感じる一方で、初めての参加で「こんな
　遊び場があるんですね」と驚かれる保護者も多い。
・子どもは幼児から小学校中学年までの参加がもっとも多く、中
　高生はボランティアとして一緒に遊びながら安全見守り等の役
　割を果たしてくれている。また子どもの保護者は父母や祖父母　
　など性別や年齢を問わず多様な地域住民の交流の場となった。
・地域での出張開催ができなかったので、次年度は自治会等と連
　携しての開催を目指したい。

木工遊び、どろんこ遊び、水遊び、ロープ遊び、昔遊び、火起こし、ムーチー
作り等

日時
場所

期日 実施(集合)場所

4月2日(木) 公民館広場

8月1日(土) 公民館広場

8月15日(土) 公民館広場

2月1日(日) 公民館広場
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（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加 人数 男性 女性 子ども

01 ― ～ ― 268 ― ― 268

02 ― ～ ― 66 ― ― 66

03 9:30 ～ 12:00 4 ― ― 4

04 8:30 ～ 17:00 12 ― ― 12

05 9:00 ～ 16:30 4 ― ― 4

06 9:00 ～ 16:30 12 ― ― 12

01

02

03
～
06

【受講生の様子・感想】

【成果】

・友達と一緒に頑張れたのがよかった。
・子どもたちは意外と自分で考えて様々な行動ができるんだな
　と感じた。

・たくさんの中高生が、地域行事や公民館事業にボランティア
　として参加してくれた。昨年度から引き続き参加してくれる
　子や今年度から初めて参加して、何度もリピートして活動に
　参加してくれる子たちもいた。
・今年度初めて実施した秋休み企画お化け屋敷では、ボラン
　ティアの子たちが自ら何をしたらいいか考える機会を設け、
　自発的に活動する子も見られた。

内容

・公民館の日常業務の手伝い（館内整備、学習サポート等）
・公民館講座のサポート、地域行事のサポートなど

松川共同住宅自治会のお手伝い、住民との交流

真和志高校ゆい教室インターン、沖縄国際大学、神原中学校、松城中学校インター
ン

日時
場所

期日 実施(集合)場所

令和7年5月～
令和8年3月

繁多川公民館
真和志地域

令和7年5月～
令和8年3月

松川共同住宅

6月26日、7月2日、
11月11日、11月26日

繁多川公民館

9月1日～9月12日 繁多川公民館

12月3日・4日 繁多川公民館

12月9日～12月11日 繁多川公民館

参加延べ人数：366人

事業概要

地域の中・高校生、大学生を対象に、公民館や地域のボランティア活動を経験する
機会を提供する。学校生活では経験できない、さまざまな世代との関わりの中で社
会性を育み、また他者から認められることによって、子どもたちの自己肯定感の向
上や意欲につながる機会とする。また、子どもたち自身が、自分のやりたいこと・
興味のあることを見つけてチャレンジできる機会をつくり、将来の地域を担う人材
の育成に寄与することを目指す。

４　青少年対象事業

〔２〕青年講座

講 座 名
タイトル

繁多川公民館おたすけ隊＆インターン

現状・課題

・中高生、大学生が地域社会に出て活動する機会が少なく、さまざまな人と
　出会い新しい経験をすることが難しくなっている。
・地域の自治会などは加入率が低迷していて人材不足に悩んでおり、若い世
　代との交流を求めている。

事業目的
めざす姿

・多様なボランティア機会を提供し、主体的な参加を通じて自己有用感や新
　たな気づきを得て、次の挑戦につなげる。
・地域の自治会とマッチングし、子どもと地域の良好な関係づくりを促進する。
・参加した中高生が日常的に公民館を利用するようになる。

対 象 那覇市在住、在学の中・高校生・大学生

募集人数等
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（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加 人数 男性 女性 子ども

01 10:00 ～ 12:00 380 38 190 152

02 10:00 ～ 12:00 10 - - -

03 10:00 ～ 12:00 15 - - -

04 10:00 ～ 12:00 10 - - -

05 10:00 ～ 12:00 18 - - -

01

02

03

04

05

【受講生の様子・感想】

【成果】

講 師
茂木正浩（ペップトーク認定講師）、上間美穂子（JHSジャパンハーブソサエティ上
級）、古澤さや夏（助産師）

・地域外からの参加もあり自分の住んでる地域にもこんな「大人の
　いばしょ」がほしいとの声があった。
・参加者の体験談等を聴くだけで学び、安心になった。こどもを連
　れて参加でき申込不要で安心して話せる場所があってとても子育
　真っ只中で救われている。

・定期開催で毎回参加する方々が準備・片付け等を手伝ってくれて
　主体的に運営できるようになってきている。
・子育て世代の参加申込不要はとても参加のハードルを下げてい
　る。こどもが当日発熱しても休めるし次回参加するのも気兼ねな
　く参加しやすくなる。と参加者からの声があった。
・保育園の行事等との調整がつかず保育士との相談回数が昨年度よ
　り減ったので次年度は保育園行事との調整を丁寧にやって保育や
　子育て相談の機会を増やしたい。

2月10日(火) 識名小地域連携室

内容

子育てシェアルーム

体軸体操

PEP TALK

沖縄の植物でチャイづくり

家庭での境界線づくり

日時
場所

期日 実施(集合)場所

令和7年4月～
令和8年3月

識名小地域連携室

7月15日(火) 識名小地域連携室

8月6日(木)

参加延べ人数：433人

識名小地域連携室

1月27日(火)

募集人数等

識名小地域連携室

現状・ 課題
いしだ丘保育園/童夢認定こども園/識名さつきこども園　３園協力
地域連携室を見てもらいながら何ができるか/火曜日限定になるが可能か等要相談
またねカフェ利用者との連携・協力

事 業 目 的
め ざ す 姿

未就園児の場合家庭内での子育ての「孤立化」で保育している大人の心の病や乳幼児虐待
の防止ができ、保育の専門家の気軽に相談できたり入園させたい園を知ることもできる。
地域連携室を活用することで就学した時も地域の小学校を身近に感じられ先輩保護者から
義務教育の情報も得られ子育て世代がつながり顔見知りも増え地域で安心して子育てがで
きる。

対 象 乳幼児・児童・生徒・保護者・地域の子育て応援者

事 業 概 要

今まで公民館で実施してきた「おやこそだて園」未就園児の親子が地域の保育園の保育士
さんと遊べたり育児相談ができる場を識名小地域連携室に移動し、就学してからの子育て
の悩みや進級進学の悩みを相談できたり情報交換の場「またねカフェ」とうまくリンクさ
せ子育て世代間交流の事業とする。

５　家庭教育事業

〔１〕家庭教育学級

講 座 名
タ イ ト ル

地域で子育てシェアルーム「識名小地域連携室へおいで！」
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（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加人数 男性 女性 子ども

01 － ～ － 156 ― ― ―

02 － ～ － 99 ― ― ―

03 － ～ － 900 ― ― ―

03 － ～ － 453 ― ― ―

04 19:00 ～ 21:00 13 9 4 ―

01

02

03

03

04

【受講生の様子・感想】

【成果】

参加延べ人数：1621人

3月17日(火)

令和7年4月～
令和8年3月

上間小学校

大道小学校

令和7年9月～
令和8年1月

真地小学校

地域の方々など

６　その他の事業

〔１〕地域連携事業

講 座 名
タイトル

あたいぐゎープロジェクト（上間小学校／真地小学校／識名小学校/大道小学
校）

上間小学校3学年　総合学習事業 昔ながらのゆし豆腐づくり体験

事業概要
「昔ながらのゆし豆腐作り体験」をする中で、地域の方々と交流をしながら地域
文化を学び、食文化の継承（歴史・味・製造工程など）とさらなる地域の活性化
に寄与する。

現状・課題
・学校と地域との連携が希薄化している。
・子どもたちが地域のことを知る機会、関わりが減っている。
・学校教育の中で地域の学び（授業）をする機会が少ない。

事業目的
めざす姿

児童のゆし豆腐づくりを通して、子どもたちが主体的に学び、地域について知る
ことで愛着を感じ、地域に対し誇りを持つ心を育む。また、地域の学びが学校教
育の中で継続・発展していくことで地域に開かれた学校教育を目指す。

対 象 ３年生又は４年生の生徒及び保護者

募集人数等

・昔の豆腐の作り方を知ることができた。
・おいしい豆腐の秘密を学べた。
・積極的に動いて手伝いをしたり、子どもたちと関わる保護者が
　多数いた。
・地域の方が恒例行事として認識してくれている。

・授業での感想や学校での様子などを公民館に話に来てくれる子
　どもたちがいた。
・地域の文化に保護者も関わる機会になった。
・保護者や子どもたちにとって、面白い取り組みをしている公民
　館という認知が広まった。
・学習の成果を学習発表会で発表するなど、他学年へも学びの共
　有が行われている。

ざっくばらん

内容

大道小学校4学年　総合学習事業 昔ながらのゆし豆腐づくり体験

真地小学校3学年　総合学習事業 昔ながらのゆし豆腐づくり体験

識名小学校3学年　総合学習事業 昔ながらのゆし豆腐づくり体験・地域学習

あたいぐゎープロジェクトメンバー意見交流会及び懇親

日時
場所

期日 実施(集合)場所

令和7年4月～
令和8年3月

令和7年4月～
令和8年3月

識名小学校

講 師

177



（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加人数 男性 女性 子ども

01 18:00 ～ 19:30 12 11 1 0

内容 01

【受講生の様子・感想】

【成果】

実施(集合)場所

募集人数等

・企画内容は目的達成の手段として合致していたか：助成金開始の
　為の資金造成、高齢者に向けた新しい事業を確認するところまで
　は良かった。
・広報の仕方は適切であったか：参加役員の８割は参加いただい
　た。
・対象者：どなたでも
・事業の結果目指す姿に近づいたか：助成金開始の為の資金造成、
　高齢者に向けた新しい事業を確認するところまでは良かったが、
　事業を行う事ができなかったのが大きな反省点。

第１回の委員会。前回の振り返り、今年度の方針を決定した

日時
場所

期日

講 師 なし

・料金も今のプランに合わせて、赤マルソウギフトセット、自治会
　葬祭プランは行ってほしい。

7月8日(火) 那覇市繁多川公民館

参加延べ人数：12人

事 業 目 的
め ざ す 姿

本会は真和志地区の自治会及び本会の目的に賛同する、企業、関係機関等、相互の連絡提
携や学習活動等を通して、真和志地区の教育力の向上を図ると共に、青少年の健全育成、
地域の後継者育成、高齢者の生きがいづくり、及び豊かで明るい家庭・地域づくりに寄与
することを目的とする。

対 象 どなたでも

６　その他の事業

〔１〕地域連携事業

現状・ 課題

当委員会は、地域課題（主に自治会と地域後継者との接続）にアグレッシブに対応してい
く為に編成された真和志自治会長連絡協議会の下部組織だ。役員は自治会長、地域企業、
地域大学教授、包括支援センター、那覇市公民館、真和志支所といった多様なメンバーと
なっている。
 今年度も地域後継者育成助成金創設に向けた資金造成事業の確認が行われた。今年度も
当委員でもある赤マルソウとの資金造成コラボ事業（ギフトセット販売）の検討と、自治
会葬祭プランの再稼働の話し合いがされた。また自治会の現状を把握するために自治会ア
ンケートを行う事が決定された。

講 座 名
タ イ ト ル

真和志地区地域活性委員会

事 業 概 要

〇 事業内容
(1)　自治会等の運営に関する調査研究をすること。
(2)　地域における各種事業の研究集会等に関すること。
(3)　地域関係者の定期的な連絡会の開催と相互の情報交換に関すること。
(4)　本会への加入促進に関すること。
(5)　その他、目的を達成するために必要な事業。
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（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加人数 男性 女性 子ども

01 18:30 ～ 19:30 13 12 1 －

02 16:00 ～ 17:00 11 10 1 －

03 14:30 ～ 16:30 7 － － －

04 11:00 ～ 16:00 1625 － － －

05 ― ～ ― 240 － － －

01
～
02

03

04

05

【受講生の様子・感想】

【成果】

①世界遺産に関する新商品（いまいパン）を作る体験ができたのは
　良い経験になりました。
②識名小学校の子ども達が大人に識名園を案内する様子は素晴らし
　く、それを見守る大人も暖かく、とても良い企画でした。

・企画内容は目的達成の手段として合致していたか：青少年の健全
　育成という趣旨を達成させる為、学生との連携を多数実施できた
　ことは良かった。
・広報の仕方は適切であったか：学生との連携から必然的に若年層
　への告知となり、1,600名を超える来客者があった。
・対象者：どなたでも
・事業の結果目指す姿に近づいたか：学生との連携、体験コー
　ナー、園内での地域伝統芸能の演舞など軸が見えてきたのは大き
　な成果だ。
・受講者の行動変容が見られる？：学生の皆さんはとても良い経験
　ができた、前向きな姿勢に繋がったという連絡を受けている。

内容

実行委員会

興南高校の生徒が識名園をテーマにした商品開発を行うための事前学習

真和志高校の生徒が授業で識名園をテーマにした商品開発を行う

講 師 なし

第２７回識名園友遊会開催日

日時
場所

期日 実施(集合)場所

4月22日(火) 那覇市繁多川公民館

10月21日(火) 識名園

令和7年4月～
令和8年3月

識名園・繁多川公民館

11月30日(日) 識名園

11月12日(水) 真和志支所３階会議室

参加延べ人数：1896人

事 業 概 要

「第２７回識名園友遊会」主なプログラムは三線演奏、いまいパン（高校生による新商品
発表）、ゆし豆腐作り体験、伝統体験（①空手体験②エイサー体験）、缶バッチ作成、写
真家「はてるまこう先生」による撮影講座、識名小学生による識名園案内、小林流小林舘
協会安里空手道場空手演武、繁多川子ども会はばたきエイサー演舞、上間伝統芸能保存
会、棒術・獅子舞演舞、安里南之島保存会伝統芸能「フェーヌシマ」演舞、真和志旗頭実
行委員会 旗頭演舞

６　その他の事業

〔１〕地域連携事業

講 座 名
タ イ ト ル

識名園友遊会

現状・ 課題

識名園を「知らない」識名園に「来たことがない」県内の若者が多い、識名園友遊会で演
舞いただける地域芸能団体が年々減少傾向にある、識名園友遊会を運営している真和志地
域の自治会長が高齢化に伴い、運営スタッフが負担増の傾向にある、などの現状と課題が
ある。

事 業 目 的
め ざ す 姿

真和志地域の誇りである世界遺産・国指定特別名勝「識名園」を会場として活用し、青少
年団体等における伝統文化の継承と新しい文化の創造、青少年の健全育成と地域の活性化
および文化財保護の啓発を図ることを目的として開催する。

対 象 どなたでも

募集人数等
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（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加 人数 男性 女性 子ども

01 ― ～ ― 4531 ― ― ―

02 ― ～ ― 340 ― ― ―

03 15:30 ～ 17:30 26 ― ― ―

01

02

03

【受講生の様子・感想】

【成果】

・公民館に立ち寄る際にいつも少しずつ拝見しています。一日中
　じっくり資料をみて過ごしたいです。（「知念堅亀文庫」パネル
　展）
・詳細な地図がいくつも展示されていてすばらしいと思いま
　す。（「知念堅亀さんへの想いを語る会」参加者）

・地域行事に関する展示をし、地域の方々の交流があった。
・展示に関する座談会をしたことで、初めて展示の内容を知る方も
　いた。
・持ち込みで展示をしてみたいという声もあった。

内容

季節展示や企画展示、個人の持ち込み展示など

ロビーに常設展示している「知念堅亀文庫」のパネル展

「知念堅亀さんへの想いを語る」会

講 師 なし

日時
場所

期日 実施(集合)場所

令和7年4月～
令和8年3月

繁多川公民館2階ロビー、3階ホワイエ

6月9日～6月30日 繁多川公民館2階ロビー

6月14日(土) 繁多川公民館2階ロビー

参加延べ人数：4897人

事 業 概 要

地域住民の交流の場と情報交換ならびにコミュニケーションを深める場として、各人・各
学校・団体等の作品発表の場とする。
　また、作品発表だけではなく公民館内のスペースの日常的な活用やイベントの開催など
を行い、公民館を広く知ってもらうきっかけとする。

６　その他の事業

〔１〕地域連携事業

講 座 名
タ イ ト ル

公民館フリースペース活用事業

現状・ 課題
・個人や学校、団体等の作品の発表の場が少ない
・公民館を知らない人が多い

事 業 目 的
め ざ す 姿

・個人や学校、団体等の作品が展示され、そこから地域住民同士の交流を生み出す場とな
る
・ロビーなどの展示や掲示を通して公民館への関心が高まる

対 象 どなたでも

募集人数等
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（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加 人数 男性 女性 子ども

01 10:00 ～ 13:00 300 － － －

内容 01

【受講生の様子・感想】

【成果】

講 師 なし

・出来立てのゆし豆腐はとても美味しかった。
・ゆし豆腐ができるまでの行程が勉強になった。
・昔の道具の体験をできて楽しかった。
・豆腐屋さんが作る豆腐団子が今年もあり、美味しく頂いた。
・ここの豆腐を食べてから子どもが豆腐好きになった。

・多くの地域の方が参加された。
・参加者同志のコミュニケーションがみられた。
・小学生の参加も多く、豆腐に関心がある子たちが多かった。

青ヒグの遺伝子研究報告（OIST）、昔ながらの豆腐づくり体験（クルマ棒打ち、石臼挽
き、豆乳絞り）及び、ゆし豆腐と豆腐だんごの試食会

募集人数等

日時
場所

期日 実施(集合)場所

12月6日(土) 繁多川公民館広場

参加延べ人数：300人

現状・ 課題 ご近所付き合いが希薄

事 業 目 的
め ざ す 姿

自治会活動を通して、顔見知りの関係性を創る

対 象 どなたでも

事 業 概 要
昔、繁多川は３件に１件が豆腐づくりを行っていた豆腐処。現在は３件しかなく、豆腐処
繁多川を継承する為、自治会と協力し地域の場づくりと食文化の継承を行う。

６　その他の事業

〔１〕地域連携事業

講 座 名
タ イ ト ル

豆腐の月
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（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加人数 男性 女性 子ども

01 17:00 ～ 18:00 50 - - -

02 9:40 ～ 12:00 400 - - -

01

02

【受講生の様子・感想】

【成果】

・参加者から直にありがとうと言われて嬉しかった。
・多くの参加者がいて緊張したが、沢山交流できた。
・初めて機械でついた餅ではなく、自分でついたお餅を食べた
　が、とても美味しかった。来年もまた参加したい。
・舞台での子どもたちの沖縄らしい演舞・演奏がよかった。

・地域の中高生が主体となり、地域の方々とも一緒に運営を
　行った。
・様々な世代の方々が参加し、多世代間の交流の場となった。
・地域で活動している子ども会のエイサー団体や三線団体に演
　舞を披露していただき、伝統文化に触れる機会となった。

日時
場所

期日 実施(集合)場所

1月5日(月) 繁多川公民館実習室

1月10日(土) 繁多川公民館ホール

内容
ボランティア説明会・事前準備

新春もちつき会

講 師 なし

参加延べ人数：450人

事業概要
日本の新年の行事である「新春もちつき」を通して多世代の交流の場などを生
み出す。また、運営を若者が行うことで若者の活躍できる場を提供する。

６　その他の事業

〔１〕地域連携事業

講 座 名
タイトル

はんたがわ新春もちつき会

現状・ 課題
・若者が主体となり活躍する場が少ない
・日本の文化に触れる機会が少ない
・地域で活躍している団体などの発表の場が少ない

事業目的
めざす姿

地域で活動する団体や若者たちと連携して、「新春もちつき会」を開催し、地
域の活性化を目指す。また、地域や近隣で健全育成や文化継承を行っている団
体に、活動発表の場を提供し、今後の活動の発展を願い、来館者が伝統文化に
触れる機会とする。

対 象 どなたでも

募集人数等
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（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加人数 男性 女性 子ども

01 － ～ － 670 ― ― 670

02 － ～ － 750 ― ― 750

03 9:50 ～ 11:35 120 ― ― 120

04 － ～ － 310 ― ― 310

05 － ～ － 291 ― ― 291

06 13:30 ～ 16:00 173 ― ― 173

07 － ～ － 150 ― ― 150

01

02

03

04
～
07

【受講生の様子・感想】

【成果】

平和学習、島くとぅば学習

令和7年4月～
令和8年3月

真和志高等学校

事業概要 ・平和学習、職業人講話、総合学習コーディネーション

現状・課題
・戦争体験者の減少や高齢化による平和学習の継続困難
・多様な職種と出会う機会や体験活動不足によるキャリア形成の困難化
・地域の伝統文化の保存、後継者不足

事業目的
めざす姿

地域の方や企業の方の体験談を話す事によって、個人の視野を広げ今後の進路に
役立てるきっかけとなる。
文化を学び地域散策などを通して、地域への親しみを感じ、地域の活性化に寄与
する。

対 象 近隣小・中・高校生

募集人数等

那覇みらい支援学校

8月29日(金) 寄宮中学校

参加延べ人数：2464人

６　その他の事業

〔２〕学社融合事業

講 座 名
タイトル

学校探求支援事業

内容

地域学習、平和学習、課題解決型学習、職業人講話

地域学習、平和学習、伝統文化に関する学習

性教育、地域学習、職業人講話

日時
場所

期日 実施(集合)場所

令和7年5月～
令和8年1月

石田中学校

令和7年5月～
令和8年1月

識名小学校

10月30日・31日 識名小学校

令和7年6月～
令和7年11月

真和志中学校

6月18日(水)

講 師

識名小学校：平敷屋門勇也（琉球舞踊）、徳永桂子(思春期保健相談士)など
石田中学校：近隣自治会、今井あいこ（いまいパン）など
真和志中学校：真栄里泰山（地域の歴史）、地域包括支援センター松川など
寄宮中学校：西平寿久（俳優）、勝連健太（沖縄県警察本部）など
那覇みらい支援学校：久高将一（繁多川島くとぅば会）

・識名園が世界遺産だと初めて知った。
・自分の身体のことについて知ることができた。
・地域の歴史のことがよくわかった。
・仕事の大切や大変さを学ぶことができた。

・地域の伝統文化や識名園に興味をもつきっかけになった。
・普段地域に関わることが少なかった保護者の世代も児童を通し
　て、地域行事に参加していた。
・様々な企業人の講話を聞くことで、キャリア選択の幅が広がっ
　た。また、企業の社会貢献にも寄与できた。
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（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加 人数 男性 女性 子ども

01 10:00 ～ 11:30 20 7 13 ―

02 10:00 ～ 11:30 20 7 13 ―

03 10:00 ～ 11:30 20 7 13 ―

04 ― ～ ― 338 ― ― 338

05 19:00 ～ 21:00 30 ― ― ―

06 ― ～ ― 125 ― ― ―

07 10:00 ～ 12:00 200 ― ― ―

08 ― ～ ― 20 2 3 15

01
～
03

04

05

06

07

08

【受講生の様子・感想】

【成果】

募集人数等 参加延べ人数：773人

事 業 概 要

地域の交流の場づくりと学校・関係機関との連携を進め、子どもや家庭が安心して過ごせ
る環境づくりを目指す。
ゆんたくはんたく市場や異世代交流を通じて地域のつながりを生み、課題解決に取り組
む。
さらに、その仕組みを真和志地域全体へ広げ、持続可能な支え合い体制の構築を図る。

６　その他の事業

〔３〕プロポーザル事業

講 座 名
タ イ ト ル

コミュニティ支援『地域計画』

現状・ 課題
子どもの貧困や不登校の増加に加え、地域のつながりの希薄化により子ども・保護者・高
齢者の孤立が進み、防災力の低下も課題となっている。こうした状況に対応するため、地
域で支え合う仕組みの構築が必要である。

事 業 目 的
め ざ す 姿

地域課題を住民自らの手で解決できる仕組みづくりを、福祉および防災の観点から推進す
ることを目的とする。あわせて、地域と学校が連携し、それぞれが抱える課題や取り組み
たい内容について対話と実践を重ねることで、「地域の子どもは地域で育てる」という理
念に基づいたセーフティーネットの構築を目指す。

対 象 近隣の小中学生、自治会、学校、事業所など

繁多川公民館

10月30日(木) 識名小学校地域連携室

実施(集合)場所

7月4日(金) 識名小学校家庭科室

10月29日(水) 識名小学校家庭科室

2月4日(水) 識名小学校家庭科室

繁多川公民館

令和7年4月～
令和8年5月

識名小学校/繁多川公民館

内容

識名小放課後総合プラン会議

長期休み企画

性の学び「境界線とは？」～大人が学ぶ「同意」と「境界線」～

定例ミーティング、はじまりの日、策定会議、火を囲んでユンタク会

ゆんたくはんたく市場

避難所体験、防災講話

令和7年4月～
令和8年4月

県営繁多川高層住宅/
識名老人福祉センター/

童夢認定こども園/
繁多川公民館

日時
場所

期日

令和7年4月～
令和8年4月

令和7年7月～
令和8年3月

講 師 公民館サークル利用者、徳永桂子氏、那覇市防災危機管理課など

・手話についてもっと知りたいと思った。（夏休み企画参加者か
　ら）
・様々な人が集い交流できる場があるのはいいと思う。今後も続け
　てほしい。（ゆんたくはんたく市場）

・プラン会議では識名小児童と保護者にアンケートをとった。アン
　ケート結果から次年度に向けてのアクション・プランを考えるこ
　とができた。
・防災講話では、身近な備えについて考え、講師への質問もたくさ
　ん出ていた。自助力の向上のきっかけになったと思う。
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（繁多川公民館）

回 開始 ～ 終了 参加 人数 男性 女性 子ども

01 10:00 ～ 20:00 630 ― ― ―

内容 01

【受講生の様子・感想】

【成果】

講 師 特になし

・今回初めて飾り付けでバルーンアートを行ったが、とてもよかっ
　たと思う。
・出店者として参加させてもらった。舞台発表の配信を行っていた
　ので、すばらしい舞台も見ることができて楽しかったです。
・地域の方々やサークルの保護者との交流にもなった。
・準備に参加させてもらったことで、他の公民館利用者の方と交流
　をもつことができた。

・サークルの成果発表の機会や地域の方にサークル活動を知っても
　らう機会になった。
・地域の方から持ち込みの展示企画があり、そこから展示会や地域
　の方の交流が生まれた。
・舞台発表で、地域の受け継がれてきた踊りを復活したことで、
　サークル活動の活性化や交流の場となった。

展示、出店、舞台発表など

募集人数等

日時
場所

期日 実施(集合)場所

12月6日(土) 繁多川公民館

参加延べ人数：630人

現状・ 課題
・他のサークルと交流する機会が少なく、どのような活動をしているのか知らな
　い。
・公民館で何をしているのか知らない人がいる。

事 業 目 的
め ざ す 姿

・成果発表や展示、出店などを通して、サークルや地域の方の交流を生み出す場
　となる。
・利用団体の成果発表の機会となり、他のサークル活動を知る機会となる。

対 象 どなたでも

事 業 概 要
公民館利用団体連絡会主催で運営し、学習成果発表（舞台・作品展示）を中心に、サーク
ル活動の発表の場とする。また、地域へ開かれた公民館活動を認知してもらう機会とす
る。

７　公民館まつり

講 座 名
タ イ ト ル

第19回 公民館まつり
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